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いう。冬はセーラー服に長靴を履いて歩いたとい
う。学校からの帰り道，友達と仙台のお菓子屋さ
んで甘納豆を買って，それを塩釜までの電車の中
で食べるのが楽しみだったそうだ。当時桂島から
高校に通っていた女子はたけよさんだけで，学校
でも女子の数は少なかったそう。
　畑仕事とたけよさん（岩田）
　たけよさんは畑をやっており，毎日畑仕事をす
るのが日課である。また，生活の中での楽しみの
一部ともなっているそうだ。野菜は自給自足程度
に作っているため買う必要はないとのこと。
栽培している野菜は・・・
　大根，玉ねぎ，ネギ，白菜，キャベツ，人参，きゅ
うり，レタス，芋，さやえんどう，にんにく　等。
新しくちがう野菜の栽培に取り組んでみることも
あるようで，この話を伺った際にはきゅうりを栽
培し始めていた。そのときはまだ芽がでていない
とのことであったが…
　自分で育てた野菜の成長や，新しい野菜の栽培
にチャレンジしてみたりするのも，楽しみにつな
がっているのだろう。そして，わたしたちが訪れ
た際には，たけよさんお手製のレタスやたまねぎ
が入ったサラダを出してくれて，おいしく食べさ
せてもらった。
　畑は一ヶ所だけでなく何箇所かに分けてたくさ
ん持っているが，耕しているのは一部であとは友
達に貸しているそうだ。実際に畑を見せてもらっ
ていた際には，隣の畑で仕事をしていた友達と偶
然遭遇し，楽しそうに話をしていた（写真１）。
また，畑に向かう際にすれ違った友達ともその都
度会話を交わしながら歩いていて，たけよさんの
交友関係の広さを感じた。この日に限らず畑仕事
中に友達とたまたま会ったりすると，そのまま話
したり，そこからお茶のみをはじめたりするそう
だ。このように友達とは頻繁に連絡を取り合って
いるわけではなく繋がりを保っている。
　“島で一人暮らしをしている” と聞くとさびし
そうに聞こえがちであるが，畑仕事や散歩などで
多くの人との関わりをもっているたけよさんの生
 
写真11　散歩時に通った海
 
写真６　景色を眺める２人
 
写真７　散歩時に見た風景
 
写真８　散歩時に見た風景
 
 
写真９　松崎神社 写真10　坂道を歩く
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活を覗いてみると，その孤独なイメージは払拭さ
れた。
　畑仕事を毎日午前中に行っているたけよさんだ
が，単に野菜を栽培する楽しみだけではなく，友
達との交流ができる場であるということも楽しみ
になっているように感じた。様々な楽しみが詰
まっている畑仕事は，たけよさんの生活の中でも
重要な役割を果たしているように思う。
　たけよさんと散歩（岩田）
　たけよさんは普段から散歩を日課としていて，
1.5 ～２時間ほども歩くという。歩くコースは島
にできているハイキングコースで，たけよさんの
家から近い松崎神社の中を通って行く。
　私たちはたけよさんの散歩に同行させてもらっ
たのだが，思ったよりも距離があり，坂道や足場
の悪い道もあるため大学生の私たちですら，汗だ
くで疲れてしまうほどであった。その時は１時間
ほど歩いたのだが，夏場は暑いし予想以上に長く
感じた。散歩コースのところどころでは島からの
景色（写真９・10）を一望できる場所がいくつも
あり，そこでの景色はとてもきれいで，たけよさ
んも気に入っていた。
　ハイキングコースはたけよさんのような地元の
人々以外にも活用されている。私たちが歩いてい
た際にも何組かの外からきた人たちとすれ違っ
た。散歩途中に休憩した際たけよさんは，そのと
き出会った見知らぬ観光客の人に，持参したアイ
スコーヒーを振る舞い，そんな姿からもたけよさ
んの気さくな姿がうかがえた。
　たけよさんの友達は足が痛いと言うこともある
そうだが，このような散歩を日課としているたけ
よさんは，そんなことがないらしい。この散歩は
たけよさんの健康にもつながっているようだ。ま
た，たけよさんは普段の散歩を友達と行っている
ため，友達との会話や情報交換の場ともなってい
る。そしてなにより，島からの景色をしみじみと
眺めるたけよさんの姿が印象的であった。
　島の行事（大友）
　桂島には大きな行事がいくつかあるが，ここで
は花火大会と神社の祭祀を取り上げる。
　まず，花火大会について述べる。花火大会は２
日間に渡って行われ，１日目は桂島，２日目は野々
島で花火が打ち上げられる。平成22年度の花火大
会は８月13日開催である。この花火大会には，島
民はもちろん，島の外部からも多くの来客がある。
船が増便され，花火に合わせて観光客もやってく
る。露店なども出る，島が一番にぎやかになる時
期だ。進学や就職で島を出た家族，若者も帰って
くる。島の人たちはこの花火大会をとても楽しみ
にしているようである。
　この花火大会は，島民と外部の人とのつながり
をつくるきっかけになるだけでなく，一度，島を
出た人たちが帰ってくるきっかけにもなっている
と考えることができる。
　次に，島の神社で年に一度行われるお祭りにつ
いて述べる。島の神社は松崎神社といい，塩釜神
社に縁のある神社である。たけよさんによると，
浦戸諸島にある神社は大体塩釜神社に縁のある神
社だそうだ。神社の祭祀は９月９日から２日間に
わたって行われる。１日目は夜に神社で神主さん
に拝んでもらい，毎年当番に当たった４人がごち
そうを神社に持ち寄る。２日目は12時頃からお神
輿を担ぎ，桂島を回る。このとき石浜の方までは
行かない荘そうである。お神輿は島の若者が正式
な衣装を着て20人くらいで担ぎ，10軒くらいずつ
回る。昔はお神輿の周りを子供たちが着物を着て
ついて行っていたが，今ではそういうことはない。
この日は，お神輿を担ぐ人たちのために島民がご
ちそうを作って各地で待機している。島は５つの
班に分かれており，班ごとにそのごちそうを作る
そうだ。たけよさんの家は２班に当たる。
　最初にあげた花火大会は，観光客も多く訪れと
ても華やかなイメージがあるが，一方で神社のお
祭りは島民中心で行われる。この他にも，小中学
校が合同で行う運動会など，子供たちのための行
事もいくつか存在する。島での行事というと，や
はり規模が小さく，若い人がいないため活気がな
いようなイメージがある。桂島も例外ではないだ
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ろう。しかし，島の人は島で行われる行事をとて
も楽しみにし，自分たちなりに楽しんでいる。
　行政の支え：市営汽船について（大友）
　浦戸諸島の島民の生活を支えるものの一つに，
塩釜市が管理・運営する市営汽船の存在が挙げら
れる。この汽船は，塩釜―朴島間を結ぶ，浦戸諸
島の重要な交通手段である。塩釜のマリンゲート
から朴島までの所要時間はおよそ一時間程度であ
る。本数は一日７本程度である。写真14は船が桟
橋に到着するところである。
　島の学校に通う子供たち，先生はこの船を利用
している。料金は塩釜から桂島までは500円だが，
通学・通勤用の定期券も販売されており，島の暮
らしに必要不可欠な存在となっている。船という
と，すぐに運航時間がずれるというイメージを持
つ人もいると思うが，私たちが乗船したときはほ
ぼ時間どおりに船が運航されていた。たけよさん
に聞くと，台風のときや，天候が悪くよっぽど波
が高いとき以外はちゃんと運航されるということ
だった。船の一階は空調が効いており，テレビな
どもあるため，乗船中が退屈に感じられることは
少ないだろう。また，２階席に座っていると，出
航後まもなく大群のカモメたちが出迎えてくれ
る。カモメに見惚れてうっかり指を出していると，
エサだと思われてパクッとされるので注意が必要
である。
　たけよさんの場合は，息子さんが七ヶ浜という
近い場所に住んでいるので，出かけるときは迎え
に来てもらうことも多いということだ。息子さん
の都合がつかないときは市営汽船を利用する。
　渡し船について（大友）
　最初に紹介した市営汽船の他にも，浦戸諸島の
人によく利用されているのが，寒風沢間，石浜間
をつないでくれる渡し船である。この船は地元の
人も一般の人も無料で利用できる。電話すればす
ぐに船頭さんが船にのってきてくれるので，とて
も便利である。この渡し船は浦戸諸島の水上の道
路として機能している。たけよさんはたまに利用
するそうだが，出かけるときは息子さんが自分の
船で迎えに来てくれるので，市営汽船と同様に利
用の頻度は高くない。
　漁協・郵便局（大友）
　浦戸諸島では，住民に必要な行政の手続き等は
漁協や郵便局を通して行われる。手続き等は個人
で行うのではなく，漁協や郵便局でまとめてあと
で塩釜市に提出するのだ。
　取材をしていくうちに，たけよさんをはじめ，
島の人たちからとても信頼されている郵便局の三
浦さんという若い男性の方に出会った。島の急な
坂道を原付自転車でかけまわって島の人たちに郵
便物を届けている。三浦さんは日焼けした肌に笑
顔が似合うとても素敵な気さくなかただった。郵
便を届けるだけではなく，たけよさんに手続きが
あるので郵便局に来てくださいと声をかけおり，
島の人と良い関係を築いているようだ。
　漁協では，何人かの職員が勤務しているおり，
島の出身の方も多い。塩釜市との連携をとりなが
ら，漁業をはじめとする島の人の生活を支えてい
る。写真は漁協の入り口である。郵便局や漁協の
他にも，某宅急便会社の配送の方も毎週島に来て
いる。
　このように，行政の側から島の生活を影で支え
る人がいるおかげで島の人は不便なく暮らしてい
けるのである。
　まとめ（大友）
　今回，桂島の内海たけよさんに聞きとり調査を
行った。そこから分かったことは，島の暮らしと
いうものは，自分一人だけで暮らそうと思うと大
変不便で，退屈になるということだ。現代に生き
る私たちはなるべく他人に迷惑をかけずに生きよ
うとする風潮があるが，島で暮らしていくにはお
互いに助け合うことが不可欠である。おしゃれな
カフェも，娯楽施設とネット環境の充実した漫画
喫茶も，カラオケもレストランも島にはない。そ
のかわり，心を癒す豊かな自然と人間同士のつな
がりがある。これらは他の何にも代えがたいもの
だ。実際に島を訪れないと分からないかもしれな
いが，この島に住む人たちの多くは，島の人のこ
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とを家族と同じ様に考えているのである。島の人
たちが，多少何か不便に思うことがあっても島に
ずっといたいと思う理由もこのところにあるので
はないだろうか。
　また，島で暮らす人々を支える基盤があってこ
そ，島での生活は成り立っている。具体的に言え
ば，買い物や送り迎えをしてくれる息子さんの存
在や，島の郵便局や漁協の支えが，たけよさんの
生活を支えている。このことだけをみると，一方
的にたけよさんが支えてもらっているように見え
るかもしれないが，たけよさんも，島の民宿の手
伝いをしたり，息子さんのところに行って孫の面
倒を見たりと，お互いに助け合って生活している
のである。
　島での暮らしというと，報告書の冒頭で述べた
ように，何をするにも不便というマイナスのイ
メージがある。しかし，それは自分一人だけで生
活することを前提にした場合のイメージである。
お互いに助け合い，支え合うようにすれば，たけ
よさんのように，島の生活はとても良いものにな
るだろう。
-------------------------------------------------------------
　調査報告の例に見られる地域特性の把握状況と
教員の関与
　富士原・佐藤両名による「道」と題した調査報
告を例示した。浦戸諸島を網羅しようと決めた場
合，調査課題は，一般の生活や自然，風物もある
が，このような切り口でデータを作り，自分で歩
いて観察した結果を再構成してみるということも
ありうる。調査項目の決定は学生自身が行った。
教員が事前に画像情報や都市計画図の集成作業を
行い，両人に面接を行って，道をどのように捉え
るか，枝道を見つけるコツなどを伝授した。画像
を観察してPhotoshopなどのソフトを用いて道を
抽出し，分類図示した。事前の調査は空中写真や
都市計画図などを用いた室内作業であり，この部
分では協働で作業を行った。道の踏査は当初は二
人で歩き，教員が一度は付き添い，他はそれぞれ
の友人と行動した。調査報告は写真とともに，そ
れぞれの感性が滲み出て個性的な報告に仕上がっ
た。
　大友・阿久津・岩田による「たけよさん」と題
した聞き取り調査報告は，一人の人を観察し，聞
き取りすることを通して島人の生活感覚をあぶり
だそうとしたものである。聞き取り調査を行う相
手は，教員が予め，「今度学生が生活などについ
て聞いていいですか。よろしくお願いいたします」
という程度の声がけを行い，本人から承諾を得て
いる。聞き取りにあたって，一般的に言われてい
る離島の生活イメージをステレオタイプとして設
定し，それを背景的知識として，ただしそのこと
に捕らわれることなく，生活感のある実態を把握
することに心がけさせた。結果として担当者たち
は「たけよさん」が好きになったようである。大
学におけるこのような実習において，教員の関与
は出来るだけ弱い方がよい場合もある。
　
　地域構想学科の発展実習を私的に総括すると
　発展実習は，地域構想学科の基幹的な実習系科
目であり，学科教員の大半が前期・後期の何れか
を担当する。学生は，教員が明示したテーマと概
要を確認して前期・後期其々のテーマを選択する。
筆者のテーマを希望する学生は，毎年，定数を若
干上回ることからそれなりに興味を持ってもらえ
ているのであろう。学生にとっては，一寸変わっ
た島の世界に行くことに興味を持つもの，海に行
くと言うだけで喜ぶ学生もいる。学生の動機は
様々だが，本実習の目的が自力でフィールド調査
を実行する能力を養成すること，地域の人々との
付き合い方を体得することにあり，その最低レベ
ルは確保していると思う。調査の実行には，様々
な道具を使いこなすことやデータ分析の手法を習
得することも必要である。１年次に学習したPC
ソフトの利用を下敷きにすることも多い。また，
レポート作成や図を作成する過程で先輩学生の助
力を得ることもある。
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　実習は学生と担当教員との関係だけで成立して
はいない。地域住民の協力も先輩学生の協力も
あって成り立っている。より多元的な関係性を受
講生がそれぞれに構築することで充実した実習結
果に結実する。幸い，浦戸諸島をフィールドとし
た実習を継続する中で，島民からネガティブな声
は聞こえてこない。学生と島民の関係は一応良好
なようである。
　浦戸諸島の人々と我々の関係は，当初は１教員
の現地調査に始まり，ゼミ生の卒論や調査研究経
験を重ねる場所となった。その後地域構想学科が
創設されてからは１年次科目である基礎実習の体
験実習，２年時の発展実習，卒業研究などのフィー
ルドとして関わらせて頂いてきた。その過程で
は，野々島の新田囲地区におけるビオトープの建
設などの作業もあった。これらは，１教員の自発
的な行為が出発点にあり，それが大きく発展して
きたものである。昨年発生した東日本大震災と津
波では野々島の島民から，我々が関わった島の防
災マップが避難に大いに役立ったと感謝され，地
域の人々と我々の関係は更に深まった。
　フィールド調査の実習は，このような長期にわ
たり且つ多岐にわたる地域との付き合いの過程で
実り豊かになると実感している。これは独りよが
りだろうか。
